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港
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一
高
村
税
理
士
事
務
所
内

時
代
を
拓
く
税
理
士
の
会
は
税

理
士
の
資
格
取
得
の
経
緯
や
専

業
や
兼
業
に
と
ら
わ
れ
ず
税
理

士
業
界
に
貢
献
す
る
目
的
で
設

立
さ
れ
た
団
体
で
す
。

（1）

　

第
三
回
定
期
総
会
は
九
月
二
十
五
日
、
日
本

青
年
館
国
際
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

総
会
に
先
立
ち
、
第
一
部
と
し
て
税
理
士
多
田

雄
司
氏
に
よ
る
「
平
成
十
九
年
度
改
正
の
減
価

償
却
関
連
税
制
」
の
研
修
会
が
行
わ
れ
た
。

　

続
い
て
午
後
五
時
、
第
三
回
定
期
総
会
が
吉

田
組
織
部
長
の
司
会
で
開
会
し
、
渡
辺
副
会
長

か
ら
の
開
会
の
言
葉
、
続
い
て
平
山
会
長
か
ら

本
年
度
を
総
括
す
る
挨
拶
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

議
長
の
選
出
が
諮
ら
れ
、議
長
に
坂
内
直
治（
新

宿
）
会
員
、
副
議
長
に
白
井
敏
博
（
芝
）
会
員

が
選
出
さ
れ
左
記
議
案
に
つ
い
て
審
議
が
お
こ

な
わ
れ
、
質
疑
応
答
の
後
、
全
議
案
は
原
案
通

り
可
決
承
認
さ
れ
た
。
役
員
改
選
議
案
で
は
、

安
井
役
員
推
薦
委
員
長
よ
り
報
告
が
あ
り
、
新

会
長
に
金
子
秀
夫
（
芝
）
会
員
が
推
薦
さ
れ
、

盛
大
な
拍
手
を
も
っ
て
選
任
さ
れ
た
。

　

第
一
号
議
案　

平
成
十
八
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

　

第
二
号
議
案　

平
成
十
八
年
度
決
算
報
告
並
び
に

　
　
　
　
　
　
　

財
産
目
録
承
認
の
件

　

第
三
号
議
案　

平
成
十
九
年
度
事
業
計
画
承
認
の
件

　

第
四
号
議
案　

平
成
十
九
年
度
収
支
予
算
承
認
の
件

　

第
五
号
議
案　

役
員
改
選
の
件

　

議
事
終
了
後
、
新
役
員
の
紹
介
、
金
子
会
長

の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

総
会
終
了
後
、
同
会
場
に
て
田
中
厚
生
部
長

の
司
会
で
百
五
十
人
を
超
え
る
懇
親
会
が
開
催

さ
れ
、
東
京
会
山
川
会
長
、
東
京
会
鎌
田
副
会

長
、
同
神
津
副
会
長
、
同
石
田
副
会
長
、
東
京

税
政
連
溝
江
会
長
、
厚
生
年
金
基
金
狩
野
理
事

長
、
東
京
デ
ー
タ
久
保
田
副
理
事
長
、
税
理
士

桜
友
会
都
築
会
長
、
ほ
か
多
数
の
来
賓
の
挨
拶

の
後
、
波
多
野
顧
問
の
乾
杯
で
始
ま
り
、
新
執

行
部
の
今
年
度
に
か
け
る
挨
拶
が
あ
り
、
午
後

七
時
半
、
盛
会
裏
に
終
わ
っ
た
。

新
役
員
紹
介

会
長

　

金
子
秀
夫

副
会
長

　

榎
本
滋
・
石
井
末
男
・
岩
川
作
丕
図

　

金
子
勝
治
・
高
柳
幸
雄
・
田
川
修
二

　

内
山
良
子
・
増
田
惠
一
・
足
達
信
一

　

吉
田
友
彦

常
任
幹
事

　

総
務
部
長　
　
　
　

高
村
義
信
（
芝
）

　

政
策
部
長　
　
　
　

山
下　

隆
（
品
川
）

　

組
織
部
長　
　
　
　

渡
辺
文
雄
（
新
宿
）

　

財
務
部
長　
　
　
　

佐
藤
道
江
（
江
東
東
）

　

渉
外
部
長　
　
　
　

内
藤
信
子
（
新
宿
）

　

研
修
部
長　
　
　
　

土
屋　

彰
（
新
宿
）

　

広
報
部
長　
　
　
　

中
川
常
彦
（
八
王
子
）

　

業
務
対
策
部
長　
　

本
橋
喜
久
雄
（
杉
並
）

　

厚
生
部
長　
　
　
　

田
中　

博
（
世
田
谷
）

　

支
部
長
部
会
長　
　

小
久
保
隆
（
足
立
）

　

理
事
部
会
長　
　
　

高
橋
省
二（
武
蔵
府
中
）

　
日
税
連
対
策
部
会
長　
鎌
田
俊
夫（
武
蔵
府
中
）

　

役
員
推
薦
委
員
長　

安
井
德
次
（
芝
）

監
事

　

唐
川　

満
・
米
山　

登
・
本
田　

誠

全会一致で 総会議案 議決

総
会
提
出
五
議
案
を
す
べ
て
承
認

　
　
　
　
　
　

金
子
新
執
行
部
の
人
事
も
決
め
て

議長・副議長と執行部
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会
員
増
強
で
拓
く
会
を
一
層
発
展
さ
せ
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会　

長　

金 

子　

秀 

夫

う
と
存
じ
ま
す
。

新
会
員
一
、
〇
〇
〇
人
増
を
目
指
し
て

　

参
加
者
が
多
く
な
け
れ
ば
魅
力
あ
る
企
画
は

で
き
ま
せ
ん
し
、
活
動
が
片
寄
り
、
業
界
に
お

け
る
存
在
感
も
乏
し
く
な
り
ま
す
。

　

拓
く
会
を
一
層
充
実
さ
せ
る
た
め
に
は
、
と

り
合
え
ず
あ
と
一
，
０
０
０
人
の
新
規
会
員
増

を
目
標
と
し
て
掲
げ
、
こ
の
一
年
で
や
り
と
げ

よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
の
年
次
計
画
を
立
て
、
全
役
員
が

先
頭
に
立
っ
て
目
標
達
成
に
努
力
す
る
こ
と
と

致
し
ま
し
た
。

　
〝
参
加
者
が
多
く
な
け
れ
ば
民
主
主
義
は
育

た
な
い
〞
と
い
う
、
拓
く
会
発
足
の
原
点
を
忘

れ
ず
に
、
皆
様
と
共
に
こ
の
目
標
を
や
り
と
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
達
が
、
次
世
代
に
も
誇
れ
る
税
理
士
業
界

づ
く
り
の
最
有
力
な
サ
ポ
ー
タ
ー
で
あ
る
た
め

に
！
！

　

過
日
の
「
時
代
を
拓
く
税
理
士
の
会
」（
通

称
「
拓
く
会
」）
総
会
で
、
新
会
長
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
。
平
山
前
会
長
の
事
績
を
一
層
発
展

さ
せ
る
た
め
、
皆
様
の
ご
協
力
を
糧
と
し
て
頑

張
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

会
員
参
加
で
諸
活
動
を
充
実

　

拓
く
会
は
、
セ
ク
ト
を
排
し
幅
広
い
人
々
が

集
ま
っ
て
、
東
京
税
理
士
会
の
円
滑
な
運
営
を

支
援
し
、
合
せ
て
税
理
士
の
業
務
充
実
と
親
睦

を
図
っ
て
い
こ
う
と
い
う
組
織
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
各
種
の
研
修
会
を
実
施
し
た

り
、
支
部
長
や
理
事
・
日
税
連
役
員
の
意
見
交

換
会
を
開
い
た
り
、
広
報
出
版
事
業
を
す
す
め

た
り
、
ゴ
ル
フ
な
ど
の
厚
生
活
動
を
行
っ
た
り

致
し
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
ま
ず
は
各
種
事
業
に
ご

参
加
頂
き
、
要
望
・
提
言
・
発
案
な
ど
お
出
し

下
さ
っ
て
、
会
の
運
営
を
活
発
化
さ
せ
て
頂
こ

定
期
総
会
懇
親
会
風
景

金子秀夫拓く会会長

和やかに進む懇親会
挨拶する山川東京会会長

常任幹事会の面々

壇上で挨拶する副会長

司会を務める田中厚生部長
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順位　氏　名　　ＯＵＴ　ＩＮ　グロス  ＨＣ  ネット
優勝　足達信一　　39　　38　　77　　  6.0　　71.0
２　　本郷有道　　42　　43　　85　　13.2　　71.8
３　　橋本芳治郎　47　　51　　98　　25.2　　72.8
４　　佐藤　勝　　48　　43　　91　　18.0　　73.0
５　　佐田政人　　45　　43　　88　　14.4　　73.6
６　　栗山輝夫　　40　　46　　86　　12.0　　74.0
７　　高村義信　　49　　43　　92　　18.0　　74.0
８　　豊田直史　　46　　44　　90　　15.6　　74.4
９　　公盛健一　　47　　48　　95　　20.4　　74.6
10　　吉野俊郎　　47　　53　 100　　25.2　　74.8

第６回拓く会ゴルフコンペ成績
15　　渡辺浩章　　40　　41　　81　　4.8　　76.2
20　　高木保男　　47　　44　　91    14.4　　76.6
25　　内藤信子　　51　　51    102    24.0　　78.0
30　　平山玲 　　53　　59    112    32.4　　79.6
35　　内田武男　　59　　50    109    28.8　　80.2
40　　西川康雄　　49　　51    100    18.0　　82.0
45　　松野淳子　　61　　53　 114    28.8　　85.2
50　　稲葉紀夫　　64　　64    128    38.4　　89.6
BB　  柳下久米夫　70　　59    129    37.2　　91.8
※べスグロ　足達信一　グロス　77
　　　　　　　　　　　　　　　　　（参加 53 名）

　

平
成
十
九
年
九
月
二
十
五
日
午
後
三
時
十
分

〜
四
時
四
十
分
日
本
青
年
館
三
階
国
際
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、
税
理
士
多
田
雄
司
先
生
（
現
在
、

東
京
税
理
士
会
会
員
相
談
室
委
員
（
法
人
税
担

当
）
自
由
が
丘
産
能
短
期
大
学
講
師
、
日
本
税

務
学
会
副
学
会
長
）
を
、講
師
に
お
迎
え
し
「
平

成
十
九
年
度
税
制
改
正
の
減
価
償
却
関
連
税

制
」
と
題
し
て
行
っ
た
。

講
義
の
要
旨

　
《
ご
承
知
の
通
り
、
当
該
改
正
法
令
は
既
に

適
用
さ
れ
て
い
る
。
経
過
措
置
で
二
十
年
四

月
一
日
以
後
に
適
用
さ
れ
る
「
所
有
権
移
転
外

リ
ー
ス
取
引
」
の
契
約
に
係
る
も
の
を
重
点
と

し
、
他
は
、
確
認
し
て
お
き
た
い
ポ
イ
ン
ト
を

中
心
に
掲
載
す
る
。
著
者
注
》

リ
ー
ス
取
引

ポ
イ
ン
ト
Ⅰ　

法
に
お
け
る
リ
ー
ス
取
引
の
枠

組
み
の
理
解
（
法
法
六
十
四
条
の
二
③
定
義
規

定
）（
法
令
百
三
十
一
条
の
二
）

ポ
イ
ン
ト
Ⅱ　

リ
ー
ス
取
引
を
行
っ
た
場
合
に

は
売
買
が
あ
っ
た
も
の
と
し
て
所
得
の
計
算
を

す
る
（
法
法
六
十
四
条
の
二
①
）

ポ
イ
ン
ト
Ⅲ　

ポ
イ
ン
ト
Ⅱ
で
売
買
と
さ
れ
た

リ
ー
ス
資
産
を
賃
借
料
と
し
て
損
金
経
理
し
た

金
額
は
償
却
費
と
し
て
損
金
経
理
し
た
金
額
に

含
ま
れ
る
（
法
令
百
三
十
一
条
の
二
③
）

ポ
イ
ン
ト
Ⅳ　

減
価
償
却
費
に
関
す
る
明
細
書

の
添
付
は
不
要
（
法
令
六
十
三
条
①
括
弧
書
）

ポ
イ
ン
ト
Ⅴ　

リ
ー
ス
税
額
控
除
制
度
の
廃
止

等
、
代
わ
っ
て
取
得
に
係
る
税
額
控
除
制
度
を

適
用
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

ポ
イ
ン
ト
Ⅵ　

消
費
税　

リ
ー
ス
資
産
に
つ
い

て
の
仕
入
税
額
控
除
は
、
リ
ー
ス
資
産
を
取
得
し

た
事
業
年
度
で
そ
の
全
額
を
対
象
と
し
て
行
う
。

ポ
イ
ン
ト
Ⅶ　

リ
ー
ス
資
産
借
り
手
の
会
計
処
理

　
《（
注
）
中
小
企
業
は
、
従
来
ど
お
り
の
賃
借

料
処
理
も
認
め
ら
れ
る
。
多
田
先
生
の
注
記
》

①　

リ
ー
ス
契
約
時　

リ
ー
ス
資
産
／
リ
ー
ス

　
　

債
務

②　

リ
ー
ス
料
支
払
時　

リ
ー
ス
債
務　

預
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
払
利
息

③　

決
算
時　

減
価
償
却
費
／
減
価
償
却
資
産

　
　

減
価
償
却
制
度
《
確
認
し
て
お
き
た
い
ポ

　
　

イ
ン
ト
》（
著
者
注　

紙
面
の
関
係
で
条

　
　

文
の
み
）

　

一　

償
却
方
法
の
変
更
等
に
関
す
る
経
過
措
置

　
　
　
（
平
成
十
九
年
改
正
法
令
附
則
十
一
条
）

　

二　

償
却
方
法
の
選
択
と
変
更

　
　
　
（
法
令
五
十
一
条
及
び
五
十
二
条
）

　

三　

資
本
的
支
出
の
取
得
価
額
の
特
例

　
　
　
（
法
令
五
十
五
条
）

　
　
　

―
 

講
義
要
旨
了 ―

　　
今
回
は
、
総
会
前
で
し
た
の
で
質
問
等
の
時

間
を
用
意
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
参
加
者
の
皆

様
は
も
と
よ
り
、
熱
心
に
講
義
頂
き
ま
し
た
多

田
先
生
に
は
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

爽やかな語り口の多田先生

熱心に聴講する参加者

平成19年11月27日　高麗川カントリークラブに於いて 



 

 ・『拓く会』の年会費は 3,000 円です。
 ・郵便振替口座　口座番号　00130-0-648373
　　　　　　　口座名義　時代を拓く税理士の会

 ・普通預金口座　三井住友銀行　新橋支店　
　　　　　　　　口座番号　2008373
「口座名義」上記と同じ 税理士登録番号記入のこと
（下記の入会申込書を御記入のうえ
Fax 03－3572 －1445にて
高村総務部長宛までお願いします。）

『拓く会』では新たな会員を
募集しています。またご紹介
もお願いします。

 「時代を拓く税理士の会」入会申込書
平成 19 年　　月　　日　　

事務所所在地

支部名

氏名

電話　　　　　　　　　　  FAX

E-mail
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『
拓
く
会
』
の
動
き

平
成
十
九
年
九
月
二
十
五
日

　
『
第
三
回
認
定
研
修
会
』

入会案内

拓く会ホームページ　http : //hirakukai.com

　
『
第
三
回
定
期
総
会
・
懇
親
会
開
催
』

　
　

日
本
青
年
会
館
に
於
い
て

平
成
十
九
年
十
月
五
日

　
『
第
四
回
常
任
幹
事
会
開
催
』

　
　

東
京
農
業
会
館
に
於
い
て

　
　

・
新
常
任
幹
事
紹
介

　
　

・
顧
問
・
相
談
役
・
参
事
・
幹
事

　
　
　

の
委
嘱
の
件

　
　

・
副
会
長
の
所
掌
の
件

　
　

・
会
員
拡
大
の
件

　
　

・
各
部
報
告　
　
　

 

平
成
十
九
年
十
一
月
五
日

　
『
役
員
総
会
』

　
　

東
京
農
業
会
館
に
於
い
て

平
成
十
九
年
十
一
月
二
十
七
日

　
『
第
六
回
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
』

　
　

高
麗
川
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
　

・
五
十
三
名
参
加

　

確
定
申
告
に
お
け
る
無
料
税
務
相
談
が
平
成

二
十
年
度
か
ら
公
募
方
式
で
行
わ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
わ
ゆ
る
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
問
題
が

一
応
の
決
着
を
み
た
。
そ
の
内
容
は
「
税
理
士

界
」
十
一
月
十
五
日
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、

問
題
は
か
な
り
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
論

点
に
つ
い
て
は
本
会
の
Ｐ
Ｔ
が
ま
と
め
た
「
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
へ
の
対
応
」（
本
年
十
一
月

理
事
会
決
定
）
に
譲
る
が
、
今
回
の
日
税
連
の

決
定
の
中
で
、「
複
数
応
募
時
に
は
一
般
競
争

入
札
と
な
る
。」
と
い
う
部
分
は
か
な
り
疑
問

で
あ
る
。

　

結
論
を
先
に
述
べ
れ
ば
、「
税
理
士
界
」

十
一
月
十
五
日
号
に
あ
る
よ
う
な
「
公
募
方
式

―

∨
複
数
応
募―

∨
一
般
競
争
入
札
」
と
い
う

公
式
は
存
在
し
な
い
。
言
う
な
れ
ば
存
在
し
な

い
公
式
に
関
し
て
国
税
庁
と
合
意
し
た
も
の
で

あ
り
、
今
後
は
こ
れ
を
改
め
る
べ
く
再
協
議
の

対
象
と
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
公
募
と
は
競
争
性
が
あ
る
随
意
契
約

と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
公
募
も
随
意
契
約

の
一
つ
で
あ
る
か
ら
、
従
来
の
確
定
申
告
無
料

申
告
相
談
に
お
い
て
採
用
さ
れ
て
い
た
少
額
随

意
契
約
と
似
て
い
る
。

　

し
か
し
、
随
意
契
約
の
方
式
は
法
律
で
定
め

ら
れ
て
お
ら
ず
、
財
務
大
臣
通
達
で
通
常
の
意

味
で
の
随
意
契
約
に
加
え
、「
公
募
」、「
企
画

競
争
」
を
認
め
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
公
募
の

運
用
の
実
態
を
調
べ
て
み
る
と
、
財
務
省
に
お

拓
く
会
サ
テ
ラ
イ
ト

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
事
業
の
再
検
討

　
　
　
　

 
公
募
方
式
の
公
式
は
な
い
。

　

東
京
税
理
士
会
副
会
長

　
　
　
　
　

小  

林  

武  

廣

け
る
調
達
、
国
税
庁
で
の
調
達
、
更
に
は
他
の

省
庁
で
の
調
達
が
一
様
で
は
な
い
。

　

例
を
い
く
つ
か
挙
げ
る
と
、一
社
を「
公
募
」

す
る
と
言
い
な
が
ら
、
三
社
の
応
募
が
あ
れ
ば

三
社
と
契
約
し
て
い
る
例
が
あ
る
し
、
七
社
が

公
募
に
応
募
し
た
例
で
は
、
一
般
競
争
入
札
に

付
さ
ず
に
一
社
を
選
定
し
た
例
も
あ
る
。
ま
た
、

公
募
の
際
に
あ
ら
か
じ
め
特
定
の
企
業
名
を
挙

げ
、「
○
○
社
と
契
約
す
る
予
定
で
あ
る
が
、

応
募
要
件
を
備
え
て
い
る
も
の
が
あ
れ
ば
応
募

さ
れ
た
い
。」
と
い
う
参
加
者
確
認
型
の
公
募

も
あ
る
。

　

共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
公
募
を
し
、
複
数

の
申
込
者
が
あ
っ
て
も
必
ず
し
も
一
般
競
争
入

札
に
付
す
と
は
限
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

理
由
は
、「
公
募
」
な
る
も
の
が
財
務
大
臣
通

達
の
中
で
の
方
式
で
あ
り
、
随
意
契
約
を
定
め

た
会
計
法
の
解
釈
と
し
て
行
っ
て
い
る
措
置
で

あ
る
た
め
、
結
局
、
そ
の
運
用
は
各
省
庁
に
任

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
と
考
え
る
。

　

公
募
方
式
が
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
以
上
、

確
定
申
告
の
無
料
税
務
相
談
に
お
い
て
公
募
方

式
に
よ
る
調
達
を
認
め
る
と
し
て
も
、
複
数
申

込
者
が
あ
っ
た
場
合
は
一
般
競
争
入
札
に
付
さ

ず
に
「
企
画
競
争
」
を
行
う
と
か
、
初
め
か
ら

「
参
加
者
確
認
型
公
募
」
と
し
、
他
の
申
し
込

み
者
が
あ
っ
た
段
階
で
企
画
競
争
を
行
え
ば
良

い
筈
で
あ
る
。

　

そ
う
す
る
と
、
前
述
し
た
よ
う
な
「
公
募
方

式―

∨
複
数
応
募―

∨
一
般
競
争
入
札
」
と
い

う
方
法
で
合
意
し
た
こ
と
は
早
計
で
あ
っ
た
と

考
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

な
お
、
す
で
に
こ
の
点
は
過
日
の
日
税
連
常

務
理
事
会
に
お
い
て
私
が
質
問
し
、
次
年
度
以

降
の
調
達
に
お
い
て
は
再
協
議
す
る
と
の
答
弁

を
執
行
部
か
ら
得
て
い
る
。

（必須）

 

日
税
連
対
策
部
会
を
設
置

　
　
　
　

鎌
田
俊
夫
会
員
を
部
会
長
に

　

去
る
十
一
月
五
日
開
催
の
役
員
総
会
に
お
い

て
新
し
い
担
当
部
署
と
し
て
、
日
税
連
対
策
部

会
の
設
置
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
東
京
税
理
士
会
が
日
税
連
活
動
へ

も
一
層
力
を
注
ぎ
、
税
理
士
制
度
の
発
展
に
寄

与
す
る
よ
う
、
関
係
役
員
の
連
絡
・
情
報
・
交

換
の
支
援
を
密
に
行
お
う
と
い
う
目
的
で
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は
拓
く
会
の
日
税
連
役
員
、
委
員

な
ど
多
数
で
す
が
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
鎌
田
俊

夫
会
員(

本
会
副
会
長)

が
選
ば
れ
、部
会
を
取

り
仕
切
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。


